
常勤 非常勤 常勤 非常勤 有期 無期

-          -          -          -          13 

1 1 -          -          6 

1 -          -          -          15 

-          28 -          2 34 7 

2 29 -          2 49 26 

団体の設立目的・沿革

設立目的

　当協会は、すべての人々が生涯にわたってスポーツに親しみ、健康づくりが

できるスポーツ社会を基本理念に、神戸市におけるスポーツの普及及び競技力

の向上を図るとともに、教育・健康増進に関する事業を行い、もって市民の健

全な心身の発達及び保持に寄与することを目的とする。

沿革

　昭和22年12月に任意団体「神戸市体育協会」として発足

　平成2年4月に財団法人認可

　平成10年10月に㈶神戸市スポーツ教育公社と統合

　平成24年4月に公益財団法人に移行及び「神戸市スポーツ教育協会」

   に名称変更

　令和元年7月に「神戸市スポーツ協会」に名称変更し現在に至る。

団体の主な事業内容

令和４年度　経営改革プラン　

団体名 公益財団法人神戸市スポーツ協会

設立年月日 平成2年4月1日

自主事業

事業名

市民スポーツ振興事業

スポーツ・教育施設運営事業

スポーツ・教育施設収益事業

施設附帯等事業

合　　計

評議員、理事 監事 職員役職員数

（令和３年７月１日時点）

その他

代表者 会長　澤松　忠幸

8 

16 

71 

合　計

13 団体固有職員

市派遣職員

市ＯＢ職員

財務状況（単位：百万円）

期末現金預金残高

令和２年度 令和元年度 差引

△ 141 50 △ 191

△ 147 △ 20 △ 127当期正味財産増減額

流動資産

流動負債

長期借入金（固定負債）

経常損益

383 586 △ 203

137 203 △ 66

所管課

文化スポーツ局スポーツ企画課

文化スポーツ局スポーツ企画課

文化スポーツ局スポーツ企画課

314 525 △211 

108 

0 0 0



■中長期的なミッション（神戸市行財政改革方針２０２５期間中のミッション）

■短期的なミッション（令和４年度のミッション）

■経営指標（令和２年度）

ミッション① 次期中期経営計画の策定（令和 5～9 年度）

ミッション①
スポーツ振興及び市民の健全な心身の発達・保持という定款の目的を着実に遂

行するための KPI による事業の実施と検証

ミッション② 自律した事業運営に向けた財政基盤の強化

ミッション③ 中長期的な人事戦略による活力ある組織づくり

ミッション⑥ 市スポーツ施設等における管理運営の質の向上と、スポーツ実施機会の増加

内部監査機能等の充実によるガバナンス強化

加盟団体との効果的な連携体制の強化によるスポーツ振興

ミッション② 事業内容の点検・見直しと公益事業の安定的な実施

ミッション③

ミッション④

ミッション⑤

多様な採用形態や外部人材の活用と配置計画の策定

令和元年度 令和２年度 前年度比増減

職員

一人

あたり

純利益

純利益/職員数

職員１名あたりが、ど

の程度の利益を上げて

いるか。(百万円）

▲ 0.467 ▲ 3.577 -3.1ポイント

経常費用

人件費比

率

人件費/経常費用×100％

経常費用に占める人件

費の割合がどの程度あ

るか。

15.45% 22.39% 6.9ポイント

総資本

経常利益

率

経常利益/総資本×100％
経常的な収益性はどの

程度見込まれるか。
3.68% -12.34% -16.0ポイント

流動資産

回転率
売上高/流動資産×100％

流動的な資金が効率的

に運用されているか。
282.81% 261.55% -21.3ポイント

流動比率 流動資産/流動負債×100％
短期的な資金をどの程

度確保できているか。
289.02% 279.28% -9.7ポイント

自己資本

比率
自己資本/総資本×100％

団体固有の資本がどの

程度あるか。
79.70% 81.40% 1.7ポイント

自己資本当

期純利益率

（ＲＯＥ）

当期純利益/純資産×100％
資本を効率的に運用し

ているかか。
-1.87% -15.81% -13.9ポイント

純資産

増加率

（当期純資産-前期純資産）/

当期純資産×100％

純資産が持続的に増加

しているか。
-1.87% -15.81% -13.9ポイント

経営指標

財

政

安

定

性

持

続

性

人

的

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

財

政

的

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス



■ミッション工程表

給料表の見直しは上げる側の見直し？

→　担当者給料表の昇給カーブの抑制、ただし、給料表の見直しについては非公表のため削除

市からのミッションにある育成研修や外部人材を含めた配置計画作成の記載がないため修正を

（特に配置計画は下の団体目標にもない）

→　育成研修については短期ミッションの６項目に記載。

　　外部人材を含めた配置計画作成については今後検討

マネジメント推進本部として、「短期的なミッション「内部監査機能等の充実によるガバナンス強化」と合わせて、令和２年度に経営診断で指摘のあった、指定管理(中央体育館)の仕様と実態差（配置人数不足）が生じた問題について、是正に時間を要したことなど、局も含め再発防止を徹底すること。」とお伝えしておりますが、どこに含まれ、どのような取り組みをする予定でしょうか。

→経営改革プランに入れるには個別具体的過ぎるので、是正等についてはスポーツ企画課とも連携しながら別途報告したい。

次期あじさいネット供用開始は公表してもよいか。

→　非公表に

市からのミッションにある「本部のバックアップ体制による全館共通の質の確保向上を図る方策」

はどこで表現されているか、確認を。

中長期的ミッション

スポーツ振興及び市民の健

全な心身の発達・保持とい

う定款の目的を着実に遂行

するための KPI による事業

の実施と検証

自律した事業運営に向けた

財政基盤の強化

中長期的な人事戦略による

活力ある組織づくり

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

短期的ミッション

次期中期経営計画の策定

（令和 5～9 年度）

事業内容の点検・見直しと

公益事業の安定的な実施

多様な採用形態や外部人材

の活用と配置計画の策定

内部監査機能等の充実によ

るガバナンス強化

加盟団体との効果的な連携

体制の強化によるスポーツ

振興

市スポーツ施設等における

管理運営の質の向上と、ス

ポーツ実施機会の増加

ミッション名

ミッション名 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度～

自主事業の料金改定の検討
事業見直しの実施

自主事業の料金を改定
事業見直しの実施 事業見直しの実施 収支構造の改善

事業見直しの候補の洗い出し
候補の
通知

見直し
会議

事業見直しを踏まえた
予算要求及び編成

現計
画の
達成
状況
確認

次期中期

経営計画

策定

前年度の
達成状況
確認、当
該年度の
事業実施
に反映

（令和7年度）
令和5～6年度の達成状況確認
し、計画の修正及びKPIの見直
し

（令和8～9年度）
前年度の達成状況確認、当該
年度の事業実施に反映

現中期経営計画の
検証・事業見直し
準備(指定管理者応

募書類の作成)

次期中期経営計画策定

秋季スポーツ教室
申込のICT化・

キャンセル待ちの
導入

館長会議(毎月第2火曜日）、施設職員への研修

固有職員の
係長級への登用

人事配置
計画

人事配置
計画

（令和７年度～）

人事配置計画

固有職員の係
長級への登用

監事監査規程
の整備

監事
監査

現金
監査

自主
監査

施設監査

加盟団体によるスポーツ団体ガバナンスコードチエックシートの自己説明及び公表支援

市民体育
大会での
意見交換

新競技種
目の教室

開催

加盟団体連絡会
（ガバナンス関連含

む）、意見交換

市総合スポーツ大会で
の意見交換

市総合ス
ポーツ大
会説明

会・意見
交換

新競技種
目の教室

開催

新競技種
目の教室

開催

共同事業者の構成の見直し

契約事務規則の整備

人材配置計画の検討



■ミッションを踏まえた団体目標

■市支援策の活用状況

目

標

及

び

実

現

方

法

目標

（できるだけ達成度を表す

数値目標も記載）

定款に掲げた目的に基づき、かつ、神戸市スポーツ推進計画の理念実

現を目指して、市民へのスポーツの普及及びスポーツによる市民の健

康の増進、競技団体への支援・連携体制の強化及びそれらの実現のた

めの協会の財務体質の安定・強化並びに協会人材の育成、外部人材の

活用に取り組む。

１．　市民へのスポーツの普及及びスポーツによる市民の健康の増進のため、

①市民のスポーツ参加への裾野を広げるイベント開催やスポーツ教室の申し込み方法のICT化によ

るスポーツ協会関連事業の参加者数の令和3年度比25％増を目標に取り組む。

②あじさいネットの有効活用（利用者への使い方支援）による指定管理施設（地区体育館）利用率

96％以上を目標に取り組む。

２．競技団体への支援及び連携体制の強化のため、

①長期的な視野に立った雇用形態の整理及び処遇の見直しを行う。

（固有職員の係長級への積極登用、共同事業者の人材の活用、施設長ポストの一般公募の検討）

①加盟団体（43団体）のガバナンスコード作成及び公表支援

②これまで年1回の開催であった加盟団体との意見交換会を少なくとも年2回開催するなど、意見交

換機会100％増を目標に取り組む。

➂加盟団体との連携強化により、新たな種目の体験会を開催するなど様々な競技の普及・啓発を図

るとともに、スポ協つうしんにおいて加盟団体に関する掲載内容を充実し、広く市民にスポーツ参

加できる機会の情報提供を行う。

３．協会の財務体質の安定・強化のため、

①駐車場やスポーツ教室等の自主事業の利益によって経常的なスポーツ振興事業を実施し、ワール

ド記念ホールの収益は、競技団体への還元や新規事業の実施等に充当するような財源構成を目指

す。

そのためには、体育施設及びワールド記念ホールの次期指定管理を確実に獲得した上で、市とのリ

スク分担を見直すとともに、スポーツ教室等の自主事業の高収益化を図る。

②六甲シテイマラソン等スポーツイベントの開催時には、企業へ協賛金を求めるなど、外部資金の

導入に努める。

③公益事業比率75％以上、経常比率100％以上の達成を目標とする。

４．協会の人的体制の強化・充実のため、

②館長会議を月1回開催して情報共有の迅速化及び全館方針の徹底を図り、指定管理施設全館共通

の運営の質の向上を図る。

③市職員に準じた研修及び利用者へのおもてなし等協会独自の研修を実施し、職員の勤労意欲や向

上心の喚起、能力や資質の向上を図る。

（職員研修所等外部研修の受講推奨、神戸市派遣職員及び民間講師の招請による独自研修の実施）

外郭団体共通内部通報窓口

専門家紹介制度 経営診断

経営懇談会 外郭団体職員向け研修

企業統治状況調査

民間代替性調査



■ミッションの達成状況（団体自己評価）

（１）中長期的ミッションの達成状況

（２）短期的ミッションの達成状況

④内部監査機能等の充実によるガバナンス強化

・令和4年4月に会計規則から契約規則を独立させて制定。

・令和4年7月に監事監査規程を制定。

⑤加盟団体との効果的な連携体制の強化によるスポーツ振興

・研修会の開催や出張相談などにより全42加盟団体のガバナンスコード公表を完了。

・加盟団体連絡会に加えてスポーツ協会表彰実施時に加盟団体向けコンプライアンス講演会を開催。

・各種体験会の開催による競技の普及啓発や、協会ホームページ内の加盟団体専用ページ開設による情報共有

の充実等。

⑥市スポーツ施設等における管理運営の質の向上と、スポーツ実施機会の増加

・令和4年度地区体育館利用率　東灘:96.2％　須磨:93.6％　垂水:90.2％　西:95.3％（目標96％以上）

・地域スポーツクラブ、近隣大学と連携したパラスポーツ体験会を開催。

・競技団体等と連携したニュースポーツ体験会を開催。

・イニエスタアカデミーの事業への協力。

・スポーツ教室開催実績　令和3年度：186教室 10,772人　⇒　令和4年度：204教室 14,827人

③多様な採用形態や外部人材の活用と配置計画の策定

・経理担当係長に固有職員を配置。

・外部コンサルタントへの委託により、職員向け接遇研修、ハラスメント防止研修を実施。

①スポーツ振興及び市民の健全な心身の発達・保持という定款の目的を着実に遂行するためのKPIによる事業の実施と検証

・協会の定款に定める目的を着実に遂行するため、4つの基本方針と、KPIとして協会関連事業の参加者数の令

和3年度比25％増や計画期間内の経常比率100％以上を数値目標とした第5期中期経営計画（令和5～9年度）を

策定。

・協会関連事業参加者数実績　令和3年度：1,329,094人　⇒　令和4年度：1,961,452人　（47.6％増）

②自律した事業運営に向けた財政基盤の強化

・公益事業を安定的かつ持続的に行うため、将来の収入減に備えた特定費用準備資金を令和4年度末に積立。令

和4年度から令和6年度まで毎年3千万円、計9千万円を積み立て、令和7年度以降に減収した場合に取り崩す予

定。

・公益事業比率：73.2％　経常比率：102.2％

③中長期的な人事戦略による活力ある組織づくり

・令和4年度に経理担当係長に固有職員を配置。

・令和3年度から管理職・職員の接客スキル向上を目的として外部講師による研修を実施。

①次期中期経営計画の策定（令和5～9年度）

・令和4年度末に策定済み。

②事業内容の点検・見直しと公益事業の安定的な実施

・各種会議資料のペーパーレス化を実施。

・事業内容の点検・見直しにより情報誌「スポ協つうしん」を廃刊。

・公益事業を安定的かつ持続的に行うため、将来の収入源のリスクに備えた特定費用準備資金の積立を開始。



（３）市政への貢献・市民への還元状況

■外郭団体マネジメント推進本部の評価

（１）総合的意見

（２）数値目標の状況

（３）今後の方向性

団体目標

市への貢献・市民への還元状況

・上記同様、達成できなかった目標はあるものの、事業内容の点検・見直しや、

加盟団体のガバナンスコード公表などの加盟団体との連携等については評価でき

る。

・神戸マラソンへの負担金支出といった財政的貢献だけでなく、神戸2024世界

パラ陸上競技選手権大会組織委員会事務局への職員派遣や神戸マラソンのボラン

ティアの動員協力といった直接的な事業協力に寄与したことを評価する。

・令和５年度も本市との連携協力体制を維持し、行政課題に一体となって取り組

むことを期待する。

中長期的ミッション

短期的ミッション

・コロナ禍で制約がある中、（コロナ禍前の水準まで）事業参加者数を増加さ

せ、経常比率が100％を超えたことは評価できる。

・公益目的事業の実施については、新たな収益確保等も検討の上、更に多くの市

民ニーズに応えることができるよう事業を展開すること。

・コロナ禍により指定管理施設の利用率については目標値を下回る結果となった

が、高い水準を維持したことは評価できる。

評価・指導

・神戸2024世界パラ陸上競技選手権大会組織委員会事務局へ職員1名を派遣。

・神戸マラソンへの負担金支出（1,000千円）及びボランティアの動員協力（451名）、関連ランニングイベン

トの実施。

・収益事業で得た収益を、スポーツ振興のための公益事業に還元。令和4年度：38,417千円

・協会の自主事業として、女子サッカーの振興のため神戸レディースフットボールセンターを運営。

・経常比率100％の達成や高い流動比率の維持など財務指標について健全な状態を維持しているほか、ニュース

ポーツ体験会の開催など多様化するスポーツによる様々な市民ニーズに応える取組みを実施したことなど、評

価できる部分は多い。

・自律した事業運営に向けた財政基盤の強化などについて、中期経営計画（令和5～9年度）に則り、各事業の

進捗状況や目標の達成度の検証を通じて事業の着実な推進を図る必要がある。また、職員配置計画の策定がな

されていないため、多様な採用形態や外部人材の戦略的な活用も検討したうえで、早急に策定すること。

・引き続き、令和５年度の経営改革プランに則り、経営改革を進めること。

評価項目

団体の存廃も含めた検討を要する団体 継続的な見直しを要する団体 取り組みが着実に実施され成果が上がっている団体


